
好実践事例等の普及啓発について
○「こどもの城」でのプログラムの普及啓発活動
・「こどもの城」では、様々な遊びのプログラムを開発（６１２タイトル・約３，５００プログラム）してきたが、唯一の国立の児童館として、
こうしたプログラムを全国の児童館等に普及啓発を図っていくことも重要な役割の一つとして開館以来取り組んできたところ。
その主な内容は以下のとおり。

① 動くこどもの城 《平成６年～２６年：７６７件実施し、約５１万６千人が参加》
② こどもの城スタッフの講師派遣 《３，４１８件》
③ 専門家講習 《３４８件実施し、約２万１千人が参加》
④ ボランティア育成 《約２，８００人》
⑤ 「こどもの城」ホームページに健全育成のための活動プログラム掲載
⑥ 「こどもの城」活動事例集の発行 《児童館の活動に活用できる遊びのプログラム、動くこどもの城》
⑦ 「こどもの城」活動事例集ＤＶＤの制作 など

【人から人への伝達】
（１）全国子どもの健全育成リーダー養成セミナー事業＜実施主体：国（民間団体に委託して実施）＞
（２）児童厚生員等研修事業＜実施主体：都道府県・市町村＞
（３）放課後児童支援員等資質向上研修事業＜実施主体：都道府県・市町村＞
（４）遊びのプログラム等に関する専門委員会委員の派遣
（５）県立児童館を活用した普及啓発

【画像等から人への伝達】
（１）厚生労働省ホームページに「健全育成のための活動プログラム」掲載
（２）好実践事例等を収録したＤＶＤの制作・配布
（３）全国自治体担当者会議等を活用した好実践事例等の掲載

【新たなプログラム等のモデル実施による実践事例の蓄積】
○ 児童館等における「遊びのプログラム」の開発・普及に関する調査研究＜実施主体：国（民間団体に委託して
実施）＞

今後の好実践事例等の普及啓発の実施方法（案）

（※）実施件数等は、平成２６年度こどもの城事業年報から掲載
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